
トランジスタ杯 第 2回東日本中学生ハンドボール選手権大会 

競技規則および競技上の諸注意 

 

1. 競技規則 

① 本大会は、令和 5年度（公財）日本ハンドボール協会競技規則及び本大会の申し合わせ

事項で行う。 

② 競技時間については以下の通りとする。 

 25分－10分－25分 タイムアウトは 3回までとする。 

 FRIENDSHIP MATCH は 15分－5分－15分 タイムアウトは無しとする。 

 ※なお同点の場合においても、そのまま試合終了とし、延長および 7mtc は行わない。 

 

③ トーナメントにおいて規程の時間内で勝敗が決しない場合、第１延長を行い、それでも勝敗が

決しない場合 7mTC（5名）を行う。 

リーグにおいての順位は以下の通り決定する。 

① 勝ち点方式を採用し（勝ち２、負け０、分け１）多いチームを上位とする 

勝ち点で並んだ場合、以下の順序で順位を決定する。 

②得失点差によりプラス得点の多いチームを上位とする 

③総得点数の多いチームを上位とする 

④総失点数の少ないチームを上位とする 

 

④ 競技会場および試合球については以下の通りとする。 

コートＡ～Ｃの広さは 40m×20m とする。 

コートＤ～Ｅの広さは 38m×20m とする。 

8月 17日に行われる全ての試合はモルテン製ボールを使用するものとする。 

8月 18日に行われる全ての試合はミカサ製ボールを使用するものとする。 

 8月 19日の準決勝はミカサ、決勝はモルテンを使用するものとする。 

 FRIENDSHIP MATCH は当該チーム同士で任意のボールを使用すること。 

 

⑤ 選手登録については以下の通りとする。 

・大会に参加する全ての選手は（公財）日本ハンドボール協会に登録された選手 

であることとする。 

・選手・役員・ユニフォームの追加・変更については 8月 15日の 21時までに所定の書式をメ

ールにて大会事務局に提出すること。 

 ・1 試合のベンチ入り人数は選手 15名、役員 5名までとする。 

  なお、選手が 20名を超えるチームについては試合毎のメンバーの入れ替えは 

不可とする。 



・試合前のコイントス時に選手登録証を提出すること。 

・ユニフォームの優先権はトーナメント表の上位番号チームに与えるものとする。 

 なお、トーナメント表の左上を番号１とし、左下→右上→右下の順に数えるものとする。 

 

2. 競技上の諸注意 

① アイマスク・コルセット・プロテクター等を身につけたい場合、日本ハンドボール協会が定める「服

装や保護を目的として装具に関する規定」に準ずる。 

② 技術的機器について日本ハンドボール協会が定める「交代地域に持ち込み可能な技術的機

器に関するガイドライン」に準ずる 

③ トス、ユニフォームおよび登録証の確認について 

・第１試合は試合開始３０分前、第２試合以降は前の試合の前半終了直後に、オ 

フィシャル席にて行う。 

※前の試合が空き時間の場合も30分前とする。 

・代表者はCP/GK登録ユニフォームを持参し、審判員・テクニカルデレゲート 

(以下ＴＤ)の許可を得る。 

・選手登録証を必ず提出すること。 

④ 選手の服装等について 

・ユニフォームの外にアンダーウェアが出るようであれば、ユニフォームの基調 

色と同色でなければならない。着用しない選手にあってはその限りではない。 

また，基調色以外にユニフォームに使用されている色のアンダーウェアの着用 

が認められる。その場合、試合前に認められたチームで統一された色でなけれ 

ばならない。  

・ソックスの色は、チームで統一すること（メーカーのロゴは問わない）。  

・松ヤニ及び松ヤニスプレーの持ち込み及び使用は認めない。両面テープは可。 

・金属・プラスチック製のヘアピン等は使用できない。 

・爪は短く切っておくこと。 

⑤ チーム役員の服装等について 

・服装の上着の色は、相手チームのユニフォームと同色のものは着用できない。 

コイントス時に相手のユニフォームの色を確認し、同色の場合は試合開始前ま 

でに対応すること。  

・試合中の言動は指導者として節度あるものとなるようにする。 

⑥ 試合の入退場時について 

・入場はサイドラインから中央に向かって一斉に入場し、審判の指示に従いあいさつをする。 

 ・試合終了後、ベンチの荷物を速やかに撤収し、ごみを拾い、濡れた場所をきれいに拭くこと。 

⑦ 試合中の保護者等の応援について 

・相手チームや審判への侮辱的発言、過度な応援等、言動には十分配慮するように周知徹



底すること。 

・鳴り物（太鼓・ホーン・ラッパ・メガホン等）の使用は可とする。 

・応援におけるホイッスルの使用は不可とする。 


